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中国のナトリウムイオン電池技術と産業化 

近年、新エネルギー自動車産業と大規模な電気化学的エネルギー貯蔵システムの急速な発展に伴

い、世界中でリチウム資源の需要量が増加し続け、供給不足に直面している。その中で、ナトリウ

ムイオン電池は安全性、コストなどの面での優位性によって、大規模な商業化応用に適用する二次

電池技術として期待されている。 

技術的課題の突破と産業チェーンが完備するのに伴い、低速電気自動車、電気自転車、住宅・産

業用エネルギー貯蔵、5 G 通信基地局、電気船舶などの分野で、ナトリウムイオン電池は、広く利

用されている鉛蓄電池とリチウムイオン電池の代替品として、大きく発展する見通しである。 

現在、ナトリウムイオン電池は産業化の初期段階にあり、大規模量産化と商業化には時間がかか

る。 

中国のナトリウムイオン電池の代表的な企業である寧徳時代新能源科技株式会社（CATL）、中

科海鈉科技責任有限会社、江蘇伝芸科技有限会社、江蘇衆鈉能源科技有限会社などで電池製造技術

が徐々に成熟しており、特に 2023 年からは量産や生産能力の向上に力を入れている。 

ナトリウムイオン電池の産業化に係るプロジェクトの投資内訳（図 1）を見ると、59%は正極・

負極材料、電解液などの重要材料に集中し、24%は電池の研究開発と生産、14%はナトリウムイオ

ン電池によるソリューション事業に振り分けられている。 

 

          出典：Rhino Data 等 

図１．中国ナトリウムイオン電池産業投資プロジェクト（2023-2024 年） 

表１、表２の各企業はナトリウムイオン電池生産基地の建設、重要材料の研究開発と産業化を

中心とした事業を展開している。 
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表１．企業別ナトリウムイオン電池技術と産業化状況 

 

出典：前瞻産業研究院 
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表２．企業別ナトリウムイオン電池プロジェクト 

 

出典：前瞻産業研究院 

                                                   

情報源：前瞻産業研究院、Rhino Data 等 


